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11月 1 日現在

世帯数 7 ,912(-11) 

人口 22，630(+ 7) 

男 10 ，828(+ 4) 

女 11 ，802(+ 3) 
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重
信
町
で
は
、
町
民
の

方
を
対
象
に
、
海
外
研
修

を
通
じ
て
国
際
的
な
視
野

と
感
覚
を
養
っ
て
も
ら
お

う
と
海
外
研
修
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
二
名
の
女

性
が
カ
ナ
ダ
ヘ
行
き
、
社

会
福
祉
施
設
を
視
察
、
ま

た
、
海
外
研
修
で
は
今
回

初
め
て
ホ
l

ム
ス
テ
イ
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

生
の
生
活
・
文
化
に
ふ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
研
修
報
告
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

温
か
さ
あ
ふ
れ
る
固

カ
ナ
ダ
に
ふ
れ
て

官=

須
賀

智
代
(
牛
測
)

海
外
旅
行
を
す
る
な
ら
、
観
光
だ

け
で
な
く
何
か
目
的
意
識
を
持
っ

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
海
外
研
修
募
集
を
知
り
、

ホ
i

ム
ス
テ
イ
も
あ
る
し
私
が
求

め
て
い
た
も
の
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
希
望
が
か
な
え
ら

れ
、
役
場
の
皆
様
そ
し
て
町
民
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

研
修
は
、
北
海
道
・
福
島
・
長

野
・
奈
良
・
愛
媛
か
ら
十
七
名
の

参
加
に
よ
る
ツ
ア
l

で
し
た
。
他

県
の
方
々
と
も
情
報
交
換
・
友
好

が
持
て
た
事
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
は
、
百
の
人
種
と
七
十

の
言
語
が
共
存
し
て
い
る
モ
ザ
イ

ク
国
で
す
。

二
十
五
ヶ
国
語
の
新

聞
が
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
単
一
民

族
・
言
語
国
家
に
育
っ
た
日
本
人

と
は
、
価
値
観
や
生
活
観
が
随
分

異
な
っ
て
い
ま
す
。

視
察
場
所
は
、
カ
ナ
ダ

一
の
大

都
市
ト
ロ
ン
ト
に
あ
る
モ
ミ
ジ
シ

ニ
ア
セ
ン
タ
ー
と
、
パ
ン
ク
l

パ

ー
に
あ
る

Y
W
C
A
の
二
ヶ
所
で

1レ
hん
。

モ
ミ
ジ
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

日
系
人
の
み
の
シ
ニ
ア
セ

ン
タ
ー

広
出

てれ去
、付寄A

H
 

ロ
R衣口入

哩
曲

ナ

国

4

h

咽

E

H

K
'

a

町
一
-
一

.

フ

可
劃
』
『
j

a

-

-フ

F
l
、
句

、
占

J

J
7

ク

l

寸
，
‘
、
、

噌
{y
e
--

k-

ω

「
、.‘

!
l
'
回

W

で
、
一
九
七
六
年
に
設
立
さ
れ
、

Y

ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
が
基

本
的
に
は
自
立
し
た
生
活
の
出
来

る
方
々
が
、
家
賃
を
払
っ
て
入
居

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
入
居
者
の

平
均
年
齢
七
十
七
歳
、
九
十
歳
以

上
の
方
が
二
十
五
名
い
て
、
カ
ル

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
も
充
実
、
日
本
文

化
に
関
す
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

し
た

。
運
営
は
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ

ン

テ
ィ
ア
で
、
カ
ナ
ダ
政
府
か
ら
の

補
助
も
あ
り
、
現
在
は
四
百
名
の

入
居
待
ち
状
態
と
い
う
人
気
だ
そ

う
で
す
。
入
居
費
は
、
年
収
二
万

八
千
ド
ル
以
上
の
方
は
、
一
ヶ
月

八
百
ド
ル
。
そ
れ
以
下
の
年
収
の

方
は
、
年
収
の
三
十
%
を
収
め
ま

す
。
(
一
ド
ルH
約
九
十
円
)

九
十
二
歳
の
老
紳
士
の
お
宅
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

2
D
K

と
広
い
ベ
ラ
ン
ダ
で
ゆ

っ

た
り
と
清
潔
な
暮
ら
し
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
は
日
系
人
の
み

の
施
設
だ
っ
た
の
で
、
欲
を
言
え

ば
多
人
種
を
受
け
入
れ
る

一
般
の

施
設
も
見
学
し
て
、
比
較
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

Y
W
C
A
は
、
変
化
す
る
社
会

の
中
で
、
女
性
の
自
立
や
権
利
を

全
て
の
人
に
平
等
に
与
え
る
と
い

う
精
神
の
も
と
に
運
営
し
て
い
る

キ
リ
ス
ト
教
の
団
体
で
す
。
人
間

愛
が
根
底
に
あ
り
、
利
益
や
名
誉

が
表
に
出
ず
、
ク
リ
ー
ン
で
あ
り
、

そ
し
て
何
よ
り
、
宗
教
団
体
に
政

府
が
援
助
を
す
る
と
い

う
の
も
、
日
本
と
は
異

な
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
や
は
り
、
歴
史
や

風
土
の
違
い
で
し
ょ
う

か
。

見
学
し
た
の
は
二

ケ
所
の
託
児
所
で
し
た
。

裕
福
な
家
庭
の
子
供
を

有
料
で
預
る
レ
ズ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
。
料
金

は
Y
W
C
A
全
体
の
運

営
に
使
わ
れ
る
そ
う
で

す
。
も
う
一
ヶ
所
は
、

貧
し
い
家
庭
の
子
供
を

無
料
(
政
府
か
ら
全
額
支

給
)
で
預
る
ク
ラ
ブ
ト
リ

ー
コ
ー
ナ
ー
、
母
親
へ

の
教
育
も
し
て
お
り
、
子
育
て
方

法
や
就
職
の
為
の
技
術
習
得
も
手

助
け
し
て
い
ま
す
。

二
泊
の
ホ
l

ム
ス
テ
イ
は
、
一
般

家
庭
に
溶
け
込
み
、
寝
食
を
共
に

し
て
、
少
し
で
す
が
文
化
交
流
が

で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、

観
光
旅
行
で
は
得
ら
れ
な
い
大
き

な
感
動
も
得
ま
し
た
。

持
参
し
た

英
語
版
の
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
中
学

生
の
息
子
さ
ん
が
楽
し
そ
う
に
読

み
、
奥
さ
ん
と
娘
さ
ん
が
浴
衣
を

喜
ん
で
着
て
下
さ
い
ま
し
た
。
人

種
の
多
い
国
だ
か
ら
、
外
国
人
に

対
し
て
寛
大
で
優
し
く
、
偏
見
を
持

た
な
い
お
国
柄
、
だ
と
感
じ
ま
し
た
。ホストファミリーに浴衣をプレゼントしました(左端)



ガ
リ
l

経
由
で
ト
ロ
ン
ト
へ
向
か

い
ま
し
た
。
所
要
時
間
は
十
三
時

間
四
十
分
。
日
本
と
の
時
差
は
、

十
四
時
間
で
す
。

カ
ナ
ダ
は
、
我
国
の
二
十
六
倍

に
も
及
ぶ
広
大
な
国
土
を
有
し
、

天
然
資
源
に
も
恵
ま
れ
た
豊
か
で
、

美
し
い
国
で
す
。

添
乗
員
の
方
の
案
内
で
ト
ロ

ン

ト
市
内
を
見
学
し
な
が
ら
、
第

一

の
目
的
地
、
日
系
カ
ナ
ダ
人
の
方

の
為
の
、
モ
ミ
ジ
シ

ニ
ア
セ
ン
タ
ー
に
着

き
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
の
建
物
は
、
日
本

風
な
の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
が
、
日
系

の
方
の
設
計
と
聞
い

て
納
得
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
日
系
カ
ナ
ダ
人

達
が
自
分
の
親
に
対

し
、
日
本
文
化
の
中

で
老
人
ケ
ア
を
提
供

し
た
い
と
考
え
、

一

九
七
六
年
発
足
さ
せ

た
も
の
で
す
。

六
十

五
歳
以
上
の
方
が
入

居
し
て
い
て
、
そ
の

方
々
は
シ

ニ
ア
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た

。

ロ
ビ
l

は
日
本
色
豊

か
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン

壮
大
な
圏
、

力
ナ
ダ

尾
崎

悦
子
(
上
村
)

海
外
研
修
者
募
集
の
こ
と
を
広

報
で
知
り
、
日
本
の
外
か
ら
四
国

や
愛
媛
を
見
た
り
感
じ
た
り
し
た

い
と
思
い
、
応
募
し
ま
し
た
。

十
月
十
六
日
、
澄
み
き
っ
た
青

空
の
も
と
、
成
田
空
港
か
ら
カ
ル

で
飾
ら
れ
、
竹
が
植
え
ら
れ
て
い

る
中
庭
で
は
、
シ
ニ
ア
の
方
が
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
八
十

歳
の
男
性
の
部
屋
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
機
能
的
な
明
る

た
ん

す

い
部
屋
で
箪
笥
の
上
に
は
、
お
孫

さ
ん
の
花
嫁
姿
の
写
真
が
置
い
て

あ
り
ま
し
た
。

老
人
ケ
ア
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
て
思
っ
た
こ
と
は
、

お
年
寄
り
の
方
々
に
、
是
非
健
康

な
人
生
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
、
つ
こ
と
で
し
た
。

こ
の
こ
と
は

以
前
か
ら
思
っ

て
い
た
こ
と
で
す

が
、
国
境
を
越
え
て
、
日
本
で
も

カ
ナ
ダ
で
も

、
多
く
の
人
が
同
じ

願
い
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

十
月
十
八
日
か
ら

は
ホ
l

ム
ス

テ
イ
が
、
始
ま
り
ま
し
た
。

ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
ジ
ョ
ー
ク
が

好
き
で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
大
工

の
ロ
ブ
さ
ん
、
奥
さ
ん
で
看
護
婦

の
カ
レ

ン
さ
ん
、
そ
し
て
二
人
の

子
供
と
の
四
人
家
族
で
し
た
。

不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
町
の

高

須
賀
さ
ん
と
一
緒
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
ロ
ブ
さ
ん
一
家
と
す
ぐ
打

ち
解
け
ま
し
た
。

ロ
ブ
さ
ん
達
は
、
車
で
ナ
イ
ヤ

ガ
ラ
の
滝
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

滝
し
ぶ
き
が
高
く
上
が

り
、
上
空
に
は
大
き
な
虹
も
で
て
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体紹介|
があるのをご存じですか?
住んでいるこの重信町を、より住み良いl
であり、女性の視点から、環境問題・ l 
しています。
各女性団体の活動内容をご紹介します。 l

③代表者 ④連絡先 l 

重信おやと劇場
①昭和59年10月 28 日 ②120名
③石川照美 ( 964-7188 (事務所)
昭和59年に第1回目の例会「彦ーとんち話j があり、

以来13年目を迎えたおやこ劇場です。人形劇・音楽・

舞台劇・影絵・芸能など、生の演劇を観て、子供たち

が瞳をキラキラ輝かせてくれる事が嬉しくて、皆で

活動を頑張っています。

ここ数年は、理解ある会員の方々の転勤や児童数

そのものの減少などで、一時は500名近くいた会員が、

120名程になってしまいました。それでも、おやこ劇

場の主旨をよく理解し、応援して下さる方々のおか

げで、細々と自主活動なども続けております。

年平均4回の例会、デイキャンプ、新年会など、子

供たちと共に楽しい時間を過ごしませんか?

重信町ともしび母親クラブ
①昭和50年3月 28 日 ②385名
③増田康子 ( 964-8152 (増田)

私達は、会員相互の融和を図り、温かい心に愛の

光を点じ、次のようなボランティア活動を通して、

豊かな人間関係と住み良い地域づくりのために尽く

すことを目的にしています。

・幼児の健全育成

・独居寝たきり老人慰問

・清愛国生と交流、身体障害者へ愛の手紙

・老人ホーム慰問奉仕

・保育所の園児にオモチャを贈る運動

・保育園児を持つ若い母親との合同研修会

全体をボランテイア部、研修会部、コミュニケー l

ション部の三部門に分け、それぞれ副会長を中心と '

して活動しています。私達の活動が会員相互の親睦

を深め、明るい地域づくりに少しでも役立つことを

願っています。

重信町親と子の良い映画をみる会
①昭和56年5月 ②8名
③佐藤瑞子 ④964・9608 (佐藤)

「子供に良い映画を見せてやりたい。きっと親子で

話し合えるよい場になるのでは…。ただそれだけが t

l 動機です。J

昭和56年5月、親と子の良い映画をみる会発足のこ

ろの、あるお母さん(会員)の言葉です。初めての映

画会では、『ニルスのふしぎな旅Hll びきのねこ j

『日本昔話一金太郎』を上映しました。

それから 16年、会員の顔ぶれはすっかり替わりま

したが、思いは変わりません。今年9月の映画会では '

『パ Jレト Hアラスカの小さな町を救うため、悪天候の

中ワクチンを運んだオオカミ犬のお話)を上映しまし

た。

「いつも楽しみにしています。」という 言葉を励みに、

活動しています。



重信町国際交流サロン
①平成4年4月 1 日 ②35名
③橋本多賀子 ( 964-2215 (橋本)
ちょっとお高い!? 団体のように思うかも知れま

せんが、普通のオパさんたちが、企画運営している

楽しい国際井戸端交流会?です。

例えば、中国の方には、本格的なぎょうざの作り

方を教わり、インドの方には、サリーを着せていた

だき、ケニアの地理や文化も習いました。 また、サ

ンクスギピ ン グデーの料理に舌鼓を打っ たこともあ

ります。私たちのレベルを考慮して、簡単な英語 ( も

しくは日本語)で話して下さるから、よくわかり、い

ろいろな国の方々と交わり、逆に、日本文化を再認

識することもできました。

言葉の壁なんてありません !! 広報を通じて呼びか

けておりますので、どうぞお気軽に参加して下さい。

今度は、メキシコ料理に挑戦です !

JA重信町女性部
①昭和53年
③丹生谷孝江

②143名
( 955-0222 (JA重信町)

営農 ・ 購買 ・ 健康・文化の4部門を設け、県女性協

と中予ブロックで行う各部の研修会やリーダー研修

に積極的に参加し、部員の知識や技術の向上を目標

に支部活動を行っ ています。特に健康部門ではエコ

ーによる臓器の検診、乳がん検診、短期保養検診、

また本年度より 3年継続で骨粗家症の検診と事後処理
の指導を受ける等、自らの健康管理に努めています。

また地域のボランティア活動や環境汚染対策にも進

んで参加し、部員相互のふれ合い、助け合いを合言

葉に高齢者福祉活動を促進するため、 JA愛媛中央会

主催の研修会を受け、 2級、 3級の資格をめざしてい

る部員もいます。農家の女性の皆さん、女性部に入

り町内にもっと活動の輪を広げませんか。

重信町商工会婦人部
①昭和57年 ②47名
③福岡志津子 ( 964-1254 (重信町商工会)
婦人部発足15年目を迎え、部員47名で地域商工業

のよきパー トナー として、和気あいあいと活動して

います。事業としては、親睦を兼ねた先進地商工会

婦人部との交流研修、汗をふきふきどてかぼちゃカ

ーニパルや商工まつりでの出店、 3年目を迎える部員

への誕生日プレゼ ン ト・横河原観月祭月見おどりへ

の参加、そして講習会 ・ 講演会は婦人部に密接なテ

ーマを選んで実施しており、一般の方々にも参加を

呼びかけています。

同じ地域商工業に携わる商工婦人会員との交流を

通しで情報交換の場となるよう、焦らず、欲張らず、

背伸びせず、長続きする婦人部活動を心がけ、地域

福祉や地域活性化に取り組みたいと思っ ています。
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

確
定
申
告

広
報
先
月
号
で
説
明
し
ま
し
た

よ
う
に
、
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン

は
、
「
年
末
調
整
」
に
よ
っ

て
そ

の
年
の
所
得
税
の
納
税
が
完
了
し

ま
す
。

し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン

で
も
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
や
、
確
定
申
告
を
す

る
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま

し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

{
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
}

平
成
九
年
中
の
所
得
か
ら
配
偶

者
控
除
等
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
差
し
引
き
、
算
出
し
た
税
額
が
、

配
当
控
除
額
と
年
末
調
整
の
際
に

控
除
を
受
け
た
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
額
の
合
計
額
よ
り
も
多
い
人

で
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

①
平
成
九
年
分
の
給
与
の
収
入
金

額
が
二
千
万
円
を
超
え
る
場
合

②
給
与
を
一
ヵ
所
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
金
額
(
地
代
、
家

賃
、
原
稿
料
な
ど
)
の
合
計
額
が

二
十
万
円
を
超
え
る
場
合

③
給
与
を
一

一ヵ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
場
合
で
、
年
末
調

整
さ

れ
な
か
っ

た
給
与
の
収
入
金
額

と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
と
の
合
計
額
が
二

十
万
円
を
超
え
る
場
合

平
成
九
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
の
期
間
は
、
平
成
十

年
二
月

十
六
日
か
ら
一
一一月
十
六
日

ま
で
で
す
。

正
し
い
申
告
と
納
税

を
期
間
内
に

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

{
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
】

確
定
申
告
を
し
な
く

て
よ
い
人

で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す。

1

雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る

場
合

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の

災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
り
住

宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
場

合
や
災
害
等
に
関
連
し
て
や
む

を
え
な
い
支
出
を
し
た
場
合
に

は
、
次
の
ω
と

ω
に
よ
っ
て
計

算
し
た
金
額
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
多
い
方
の
金
額
が
雑
損
控
除

と
し
て
所
得
金
額
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

ω
損
害
額
か
ら
所
得
金
額
の
十
%

を
減
じ
た
金
額

ω
損
害
額
の
う
ち
災
害
関
連
支
出

の
金
額
か
ら
五
万
円
を
減
じ
た

金
額

2

医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合

病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医

療
費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
A

の

算
式
に
よ

っ
て

計
算
し
た
金
額

が
医
療
費
控
除

と
し
て
所
得
金

額
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

3

住
宅
取
得

等
特
別
控
除

の
適
用
を
受

け
る
場
合

一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る

家
屋
の
新
築
、

購
入
ま
た
は
増

改
築
等
を
し

て
、
平
成
四
年

一
月
一
日
か
ら

平
成
九
年
十
二

月
三
十
一
日
ま

で
の
聞
に
居
住

の
用
に
供
し
た

場
合
(
新
築
、

A 

〔平成問保町で、{ 胸間額カf支同府補てん川|れ0万円|叩までの人叶1 1 I l 医療費控除額
J i L J l量高200万円)

費の総額 金額 ノ 1 、得金額の合計額の5%ノ

購
入
ま
た
は
増
改
築
等
の
日
か
ら

六
ヵ
月
以
内
に
居
住
の
用
に
供
し

た
場
合
に
限
り
ま
す
。

)
で
、
そ
の

家
屋
の
新
築
、
購
入
ま
た
は
増
改

築
等
の
た
め
の
借
入
金
を
有
す
る

な
ど
所
定
の
要
件
を
満
た
す
と
き

は
、
居
住
の
用
に
供
し
た
年
か
ら

六
年
間
の
各
年
分
の
所
得
税
の
額

か
ら
、

二
疋
の
金
額
が
控
除
さ
れ

ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
住
宅
取
得
等

特
別
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
最

初
の
年
は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
そ
の
後
の
年
に

つ
い
て
は
、
年
末
調
整
で
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
か
ら
3

ま
で
の
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
領
収
書
や
証
明
書
を

確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り

の
税
務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

12月の納税

固定資産税 第3期

国民健康保険税 第6期

納税期限 12月25日(木)

左
記
の
期
間
お
休
み
し
ま
す。

ご
み
収
集
は

一
月
一
日
同

j

三
日
出

平成10年1 月 10 日(土)は年末年始の交通安全運動期間です。 ψ掛8仇~-<Q噌ψ

し
尿
く
み
取
り
は

十
二
月
三
十

一
日
闘

j

一
月
三
日
国

※
十
二
月
三
十
一
日
同
は
、
ご

み
収
集
を
行
い
ま
す
の
で
、

該
当
地
区
の
方
は
出
し
て
下

さ
い
。

し
尿
く
み
取
り

十
二
月
は
、
通
常
の
日
程
よ

り
早
め
に
く
み
取
り
を
行
い
、

二
十
六
日
で
終
わ
り
ま
す
。

残

り
の
五
日
間
で
特
に
必
要
な
と

こ
ろ
を
く
み
取
り
ま
す
。

一
月
は
、
通
常
の
日
程
よ
り

遅
れ
ま
す
が
、
末
日
ま
で
に
は

完
了
す
る
予
定
で
す
。
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交
通
事
故
に
あ
っ
た
5

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
が
、
交
通
事
故
や
傷
害
事
件

な
ど
第
三
者
(
加
害
者
)
か
ら
受

け
た
傷
病
に
よ
る
医
療
費
は
、
原

則
と
し
て
、
加
害
者
が
負
担
す
べ

き
も
の
で
す
が
、
そ
の
弁
償
が
不

十
分
で
あ
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
す

る
場
合
に
は
、
国
保
で
治
療
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
次
の

条
件
や
手
ほ
か
さ
が
あ
り
ま
す
。

O
加
害
者
か
ら
現
実
に
治
療
費
を

受
け
取
っ
て
い
れ
ば
、
国
保
は

使
え
ま
せ
ん
。

O
国
保
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
る

と
き
は
「
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
に
よ
り
、
国
保
は
加
入

者
の
医
療
費
を

一
時
的
に
立
て
替

え
、
あ
と
か
ら
加
害
者
に
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

こ

の
届
け
出
が
な
い
と
、
国
保
が
使

え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

乙ーすれサ・7 

ま宵必

土宮高
羅臼
はと三
役者

望さ
荘い。

課

あ
り

示
談
は
慎
重
に

加
害
者
と
被
害
者
の
話
し
合
い

が
つ
い
て
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま

う
と
、
そ
の
示
談
の
と
り
き
め
の

内
容
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
り
、

た
と
え
ば
、
示
談
書
に
医
療
費
は

国
保
を
使
っ
て
す
ま
せ
る
と
い
う

よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
む
と
、
示

談
の
成
立
後
は
、
加
害
者
に
請
求

で
き
な
く
な
り
、
被
害
者
本
人
が

全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

示
談
を
結
ぶ

前
に
、
必
ず
役
場
福
祉
課
国
保
係

へ
届
け
出
て
下
さ
い
。

※
老
人
医
療
受
給
者
に
つ
い
て
も

同
様
で
す
。

①
警
察
に
届
け
て
、
交
通
事
故

証
明
書
を
も
ら
、っ
。

②
国
保
で
治
療
を
受
け
る
場
合
、

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

を
福
祉
課
へ
提
出
す
る
。

③

示
談
は
、
必
ず
国
保
係
に
相

談
し
て
か
ら
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
?
保
険
料
納
付

i

国
民
年
金
保
険
料
は
、
忘
れ
ず
に
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

5

国
民
年
金
は
、
世
代
と
世
代
の

聞
け
含
い
の
制
度
で
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
国
民
み
ん

な
が
加
入
し
て
若
い
世
代
が
、
年

金
世
代
を
支
え
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
る
保
険
料
が
今

の
お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え
、
私

た
ち
が
年
老
い
た
と
き
に
は
、
次

の
世
代
の
人
た
ち
が
納
め
る
保
険

料
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
る
、
国
民

全
体
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に

と
っ
て
、
大
切
な
保
険
料
で
す

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
将

来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。

ま
た
、
万

一
の
事
故
や
病
気
な

ど
で
障
害
者
に
な

っ

て
し
ま
っ
た

と
き
に
支
払
わ
れ
る
障
害
基
礎
年

金
や
、
不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た

取っておくと・・・納めて宮山!
と
き
に
支
払
わ
れ
る
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に
大

切
な
保
険
料
納
付
で
す
。

忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、
便
利
で
確
実
な
保
険
料
の

口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く

は
、
役
場
福
祉
課
の
国
民
年
金
係

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

12月 21 日(日)から

/ 

。
つ
な
い
で
飼
っ
て
い
ま
す
か
。

O
放
し
飼
い
は
、
事
故
に
つ
な

が
り
危
険
で
す
の
で
必
ず
つ

な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

O
散
歩
の
時
も
必
ず
引
き
網
を

つ
け
ま
し
ょ
う

0

0
ト
イ
レ
の
始
末
は
で
き
て
い

ま
す
か
。

O
ふ
ん
尿
は
、
自
分
の
家
の
敷

地
内
で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

O
散
歩
の
際
の
ふ
ん
は
、
必
ず

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
、
っ
。

。
犬
を
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。

O
家
族
の
一
員
と
し
て
終
生
か

わ
い
が
り
ま
し
ょ
う
。

O
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、
新
し

い
飼
い
主
を
さ
が
し
ま
し
ょ

、n
j。

O
捨
て
犬
は
野
犬
の
も
と
で
す。

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

。
不
妊
・
去
勢
手
術
を
ご
存
知

で
す
か
。

O
不
幸
な
犬
を
つ
く
ら
な
い
よ

ぅ
、
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場

合
は
不
妊
・
去
勢
手
術
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

渡ってるあなたの家族がサササ中<;r~..(/-<ú..qψ4・ 横断歩道
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「
皆
さ
ん
は
、
自
分
の

総
コ

レ
ス
テ
ロ

ー
ル

値
・

血
糖
値
を
知
っ

て

い
ま

す
か
。

」

毎
年
基
本
健
康
診
査

を
受
け
て
い
て
も
、
各

検
査
項
目
の
検
査
値
よ

り
も
診
断
名
に
気
を
取

ら

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

検
査
値
が
下
が
る
事

で
診
断
も
変
わ

っ

て
き

ま
す
。

今
回
の
教
室
で

は
、
「検
査
値
」
を
基
に
、

生
活
習
慣
や
食
生
活

・

体
重
の
管
理
等
見
直
し

と
改
善
で
、
自
分
の
健

康
管
理
の
方
法
を
勉
強

し
ま

す
。

検
査
結
果
を
ご
覧
の

上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ

iv 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

保
健
婦
直
通
電
話

冨
九
六
四
1

四
一
七
O

ま
た
は富

九
六
四
1

二
O
O

一
問

内
線
三
二

・

一
三
一

一

基本健康診査、医療機関等での検査結果が
①総コレステロ ール値 a. 男性 220mg/dl以上

b . 女性 220mg/dl以上 (50歳未満)

240mg/dl以上 (50歳以上)

5 .6%以上

②血糖値(空腹時) 1 1Omg/dl以上
①HbAIC (採血前 1 ~2ヵ月間の平均空腹時血糖を推測する指標)

④BMIによる肥満の判定で24以上一一計算してみて下さい。

体重 (k2 ) a. 24以上26 .5未満/やや肥満
BMI= 

身長 (m) X 身長 (m) b. 26.5以上/肥満

女以上の①~④項目のうち、 1項目でも 当てはまれば受講できます。

日程表

(
定
員
切
名
)

受
講
対
象
者

月 日 時 間 場所 内容 講師

平成10年 町民会館2階 講義
l 

2月 5 日休)
午後1時30分~3時

第 1. 2研修室 「今が大切 ! コレステロールを詳しく知ろう」
医師

2 2月 12 日 (木) 午前 10時~12時30分
町民会館1階 講義と実技

管理栄養士
調理実習室 「健康いき い き生活のための食事①」

3 2月 1 6 日伺) 午後1時30分~3時
町民会館2階 講義と実技
大ホール 「運動の大切さを正しく 学ぶ①」

健康運動指導士

4 2月 23 日 (月) 午後1時30分~ 3時
町民会館2階 講義と実技
大ホール 「運動の大切さを正しく 学ぶ②」

5 3月 5 日 (木1 午後1時30分~3時
町民会館2階 講義

医師
第1 ・ 2研修室 「今日から糖尿病と上手につきあおう」

6 3月 9 日 (月) 午前 10時~ 1 2時30分
町民会館1階 講義と実技

管理栄養士
調理実習室 「健康いきいき生活のための食事②J

7 3月 16 日 (月) 午後1時30分~3時
町民会館2階 講義と実技

健康運動指導士
大ホール 「自分のペースで歩いてみよう」

1 講師については、広報しげのぶ1月号で詳しくお知らせします。 又、講師の都合で日程が変更する場合があります。 |
2 平成畔1月聞から23日まで電話受付。 定員焔になり 次第締め切りますo < 申し込み先富964-4170) l 
3 申し込みは必ず事前にお願いします。 当日の参加はお断りすることがあります。

か
ぜ
が
流
行
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

か
ぜ
の
原
因
は

、

九
十
パ
ー

セ
ン
ト

以
上
が
か
ぜ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
種
類
に
よ
っ

て
、

鼻
か
ぜ

・

の
ど
か
ぜ
等
、
症
状
が
異
な

り
ま
す

。

特
に
症
状
が
ひ
ど
い
の
が
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
か
ぜ
で
す。

流
行
性
が
強
く

、
全
身
症
状
(
高
熱
や
頭

痛
・
関
節
痛
な
ど
)
が
現
れ
ま

す
。

か
ぜ
は
万
病
の
も
と
。

も
し
か
ぜ
を

ひ
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
体
を
温
め
栄
養

の
あ
る
も
の
を
と
り
、
ゆ
っ

く

り
休
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

か
ぜ
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
よ
う
次
の
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う。

1
.

外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手
洗
い
・
う

が
い
を
す
る
。

2
.

人
混
み
は
可
能
な
限
り
避
け
る
。

3
.

睡
眠
は
十
分
に
と
り
、
暴
飲
暴
食

を
さ
け
、
休
養
を
と
る。

4
.

部
屋
の
換
気
を
行
う
と
と
も
に
、

温
度
・
湿
度
を
保
つ
。

5
.

幼
児
・
高
齢
の
人
は
長
び
く
と
肺

炎
な
ど
重
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
は
や
め
に
受
診
す
る
。

6
.

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
症

化
を
防

ぐ

に
は
、
ワ
ク
チ

ン

の
接
種
が
有
効

な
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
と
相
談
の

上
で
接
種
を
受
け
る
。
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読
書
感
想
文

入
賞
者

本
年
度
も
読
書
週
間
記
念
事
業

と

し

て
、
感
想
文
を
募
集
い
た
し

ま

し

た
と
こ
ろ
多
数
の
応
募
が
あ

杓
ふ
ま
1
ν
れ
~
。

自
問
凶
・

0
北
吉
井
小
学
校

-

松
井
悠
夏
(
一
年
)「
おし
ゃ
れ

な
お
た
ま

じ
ゃ
く
し

」を
よ

ん
で

・
市
田
大
輔
(
三
年
)
「
し
ま

ふ
く

ろ
う

」を
読
ん
で

・
市
木
莱
々

(
六
年
)
白
鳥
異
伝

。
南
吉
井
小
学
校

・

篠
宮
響
(
一
年
)
「
や
ぶ
か
の
は

な
し
」
を
読
ん
で
・

西
原
い
ず
み

(
二
年
)
ご
み
の
こ
と
考
え
な
く

ち
ゃ

・

谷
奈
津
希
(
五
年
)
あ
い

た
か
っ
た
よ
、
カ
ネ
チ
ン
・
森

浩
美
(
六
年
)「帰
っ
て
き
た
ナ

チ
・
紀
州
犬
の
物
語
巴
を
読
ん
で

O
拝
志
小
学
校

-
竹
村
公
平
(
二
年
)「と
の
さ
ま

ば
っ
た
」
・

井
上
奈
穂
(
五
年
)

「ジ
ヨ
ナ

サ
ン
の
生
命
力
」

.9 ・ ;i 1: 乙 4 すれ.2;

。
上
林
小
学
校

・

徳
田
貴
之
(四
年
)「け
ん
ち
ゃ

ん
と
ト

シ
先
生
」を
読
ん
で

。
重
信
中
学
校

・

高
須
賀
優
(

一
年
)
「
少
年H
」

を
読
ん
で
・

池
田
虞
実
(
二
年
)

「
い
ち
ご
同
盟
」を
読
ん
で
・
森

川
英
世
(
三
年
)「ど
く
と
る
マ
ン

ボ
ウ
見
虫
記
」
を
読
ん
で

倫
同
凶
・

0
北
吉
井
小
学
校

-
山
口

香
織
(四
年
)十
五
少
年

漂
流
記
・

今
野
文
美
(
五
年
)
王

妃
の
十
二
の
悪
い
く
せ
と
私

・

渡
部
智
子
(
六
年
)「ア
リ

ス
の
見

習
い
物
証巴
を
読
ん
で

。
南
吉
井
小
学
校

・

岡
田

詩
生
(
一
年
)よ
か
っ
た

ね
、
ネ
リ
ノ
・

倉
橋
佑
典
(
二
年
)

「
ト
ン
ボ
」
を
読
ん
で
・
伊
勢
田

諭
(
三
年
)
「
ツ
バ
メ
の
く
らし
」

を
読
ん
で
・

水
口
晋
太
郎
三
年
)

「
ヘ
ピ
」を
読
ん
で
・

津
野
紗
也

佳
(四
年
)
「
ブl
タ
ン
の
明
日
に

夢
を
の
せ
て
」
を
読
ん
で
・

虞
嶋

美
子
(五
年
)
二
種
類
の
家
出

。
拝
志
小
学
校

・

高
橋
朔
子
(
一
年
)
「
ア
ナ
グ
マ

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」・
武
智
望

美
(
三
年
)
「
お
か
ぐ
ら」を
読
ん

で
・

野
中
力
道
(
四
年
)「三
角
あ

き

地
の
ネ
コ
人
間
」
・丹
生
谷
孝

彦
(
六
年
)
「
京
治
か
ら
学
ん
だ
こ

と

」

O
上
林
小
学
校

・

渡
部
早
紀
(
二
年
)
ア
ン
デ
ル

セ
ン
お
じ
さ
ん
の
話

・

菅
能
早

紀
(
六
年
)
原
子
力
の
プ
ラ
ス
と

マ
イ
ナ
ス

。
重
信
中
学
校

・
上
田
恵
(
一
年
)「母
の
な
い
子

と
子
の
な
い
母
と
」を
読
ん
で
・

武
智
綾
(二
年
)「悲
劇
の
少
女
ア

ン
ネ

」を
読
ん
で
・

安
藤
祐
樹

(
二
年
)
「
生
き
る
ヒ
ント」を
読

ん
で
・

木
村
尚

子
(
三
年
)
「
ち
ひ

ろ
へ
の
手
紙
」
を
読
ん
で・
山
内

恵
美
(
三
年
)「ネ
パ
l

ル
に
か
け

る
に
じ
の
橋
」

今
話
題
の
本

完すに圧 A、 白いセいるに
結。 中 に大 「目 掛てイつおは小
。 N 国の内 ザ有l 報 ちにばか 、 学
H 地 り 、 当皐~ ~ %よ、い し 爆生
K 方だ尼 .zu;r 、 l つ お 。な笑だ
大のし子 i鱈!'" . ':. 1 主 ま 気 出 とつ
河覇た、 ?似.!ì~Ii ;- .. ~..~ : ...... ・4 3 け 楽来とた
ド者元二 じ ザイ.. :�" ~" .. ~;ず主I j l- ので事も
ラへ就大 問主将:弘、 k ペ濃 がに あ
ムとは勢 r _....._-__ . ,,- ~ . 二 l 密こ よ の

ふ歩 、力 「毛利元就J(下) 冊 ジなんみこ 「まる子だったJ
明みつの 内館牧子 。もエながろ さくらももこ
RFT 出ぃ制 日本放送出版協会 付 ツにえ μ 集英社

次の方々から図書を寄贈し
ていただき ま した。 ありが
とうござい まし た。
〈町内〉・ 相原次美さん ・
相原ー さ ん ・穴吹義教さん
・市木菜々 さ ん ・ 井門悦太
郎さん ・稲荷普ーさん ・ 岡
田陽子さん ・小川勉さん ・

岡省吾さ ん・越智一裕さん
・ 鴨田正さん ・ 佐伯博ーさ
ん ・ 首藤均さん ・西原昇次
さん ・ 野口澄子さん ・ 高市
笑子さん ・ 高島庸一郎さん
・ 高田あけみさん ・ 高田瑠
美さん ・橘田鶴さん ・徳田
康二さん ・ 浜田洋文さん ・
別府頼雄さん ・ 東敬子さん
・ 藤岡英夫さん ・松野オ リ
エさん ・ 森常蔵さん ・ 森田
栄子さん ・山内照恵さん ・
山下桂子さん ・山下情さん
・ 渡部愛子さん

〈
総
記
〉

「
図
書
館
をP
R

す
る
」西
田
清

子

「
日
本
博
物
館
総
覧
」大
堀

哲〈
社
会
科
学v

「
現
代
の
県
民
気
質
」
「
少
年
」

毎
日
新
聞
大
阪
本
社
編
集

局

「
僕
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
、
僕
ら
も

ス
ポ
ー
ツ
」線
祐
二

「
バ
リ
ア

フ
リ
l
の
生
活
カ
タ
ロ
グ
」

〈
技
術
〉

「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
宅
増

改
築
実
例
集
」
「
知
っ
て
お
き
た

い
釣
っ
た
魚
の
簡
単
料
理
」
相

良
秋
男

「
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
」

〈
芸
術v

「
や
き
も
の
つ
く
る
ダ
レ
で
も

で
き
る
自
主
陶
芸
」
芳
村
俊
一

「
山
で
ピ
ン
チ
に
な
っ
た
ら
」

山
村
信
太
郎

「
中
高
年
の
(
感

動
写
真
)
入
門
」
中
野
正
時

「
子
ど
も
た
ち
が
言
語
捜
得
」

「
日
本
語
史
要
」渡
辺
実

〈
文
学
〉

「
毛
利
元
就
・
下
」
内
館
牧
子

「
ま
る
子
だ
っ
た
」さ
く
ら

も

も

こ

「
氷
の
淑
女
・
上
・
下
」
シ
ド

ニ
ィ

・

シ
ェ
ル
ダ
ン



10 ι4 1;炉、 3ぶよぶØ!I雪uwー・園田園ーー園田園園園園E・E・・E・-

十
二
月
五
日
幽

十
二
月
十
二
日
幽

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時

町
民
会
館
一
階
婦
人
室

和
田
重
作
先
生
(
元
愛

媛
新
聞
社
編
集
委
員
、
愛

媛
県
生
涯
学
習
推
進
講
師
)

受
講
料
無
料

日
時

講場
師所

日
時

平
成
十
年

一
月
十
五
日
同i
十
七
日
回

午
前
九
時
j

午
後
五
時

場
所
町
民
会
館
一
階
ロ
ピ
l

入
場
料
無
料

主
催
重
信
町
文
化
協
会
華
道
部

後
援
重
信
町
文
化
協
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

窟
九
六
四
l

一
五
O
O

刊

囲
碁
・
将
棋
大
会

時
間受

付
開
始

会
場町

民
会
館
二
階

参
加
費

大
人
一
、
0
0
0
円

掌
止
十
(
小
学
生
以
上
)
五
O
O
円

申
し
込
み
方
法

町
民
会
館
に
あ
る
申
込
書
に
参

加
す
る
級
別
を
一
記
入
し
、
現
金
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

申
し
込
み
期
限

十
二
月

二
十
五
日
附

(
当
日
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
)

午
前
八
時
三
十
分
j

午
前
九
時

大
ホ
l
ル

俳
句
大
会

時
間

会
場町

民
会
館

一
階

選
者
未
定

投
句
席
題
三
句
(
当
日
)

午
後
一
時
j

和
室

川
柳
大
会

時
間午

後
一
時
j

三
時

会
場町

民
会
館
一
階
婦
人
室

宿
題「

石
」
「
余
生
」
「

タ
レ
ン
ト
」
の一
一
一
題
の

そ
れ
ぞ
れ
に
、二
句
を
投
句
す
る
。

投
稿
期
限

一
月
七
日
同
ま
で
に
、
文
化
協

会
事
務
局
(
町
民
会
館
内
)
へ

・

選
者上

岡

喜
久
子
先
生

短
歌
大
会

時
開

会
場町

民
会
館
二
階

応
募
数一

人
当
季
雑
詠
三
首
で
未
発
表

作
品
に
限
る
。

投
稿
期
限

一
月
七
日

ω
ま
で
に
、
文
化
協

会
事
務
局
(
町
民
会
館
内
)
へ

選
者
武
市
公
子
先
生

午
後
一
時
1

第
一
・
二
研
修
室

ご
み
分
別
ゲl
ム
を
終
え
て

重
信
町
で
指
定
ご
み
袋
制
度

が
始
ま
っ
て
一
年
に
な
り
ま
し

た
。
私
達
女
性
塾
生
は
、
大
勢

集
ま
る
文
化
祭
の
場
を
借
り
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
改
め
て
ご
み

分
別
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

と
「
あ
な
た
は
ゴ
ミ
出
し
名
人
!

迷
人
?
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
塾

生
が
日
頃
あ
や
ふ
や
だ
と
思
う

ご
み
を
持
ち
よ
り
、
生
活
環
境

課
の
指
導
を
得
て
勉
強
し
、
何

度
も
会
合
を
持
ち
検
討
を
重
ね

や
っ
と
本
番
の
十
一
月
二
日
。

二
十
個
の
ゴ
ミ
を
前
に
真
剣

な
表
情
の
顔
、
顔
、
顔
:
・

「
燃
や
す
ゴ
、
こ
「
燃
や
さ
な
い

ゴ
ミ
」
「
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
」

「
わ
か
ら
な
い
」
の
項
目
に
分
け
、

重
信
町
の
分
別
方
法
で
そ
れ
ぞ

れ
に
O
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

正
解
を
聞
き
確
認
す
る
方
も

大
勢
い
ま
し
た
。
特
に
質
問
の

多
か
っ
た
の
は
カ
イ

ロ

と
包
装

紙
で
し
た
。

集
計
は
表
の
と
お
り
で
す
。

塾
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
か
な
り

あ
っ
た
と
は
い
え
、
正
解
率
の

高
さ
は
予
想
以
上
で

し
た
。
反

響
の
大
き
さ
に
驚
く
と
同
時
に

来
年
四
月
実
施
を
検
討
中
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
向
け
て
、
「
燃
や
さ

な
い
ゴ
ミ
」
の
分
別
に
な
お
一

層
関
心
を
高
め
て
行
く
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

12月 15日から受付詳しくは富923-8544までψ8噌噌---0-噌噌ψゆ

(
塾
生

1雪

年代別 男女別 回答数
正解

件数率(%)
男 26 307 59.0 

20歳まで 女 35 491 70.1 
百十 61 798 65.4 

男 32 467 73.0 
21 ~65歳 女 138 2,175 78.8 

計 170 2,642 77.7 

男 11 159 72.3 

66歳以上 女 31 506 81.6 

計 42 665 79.2 

無記入 21 319 75.9 

合計
男 69 933 67.6 

女 204 3,172 77.7 

計 294 4,424 75.2 

全問正解者 8名

ごみ分別ゲーム集計表



第
三
十
三
回
重
信
町
文
化
祭
は

大
盛
会
で
あ
り
ま
し
た
。
町
ご
当

局
の
ご
支
援
は
も
と
よ
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
得
て
、
一

角
句
訪V
味
違
っ
た
大
文
化
祭
に
な
り
ま
し

4
三
副

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
と
共

d
a
司

に
、
深
く
感
謝
し
て
お
礼
申
し
上

|

げ
ま
す
。

-
司
-
F

本
年
は
、
「
童
謡
の
会
」
「
下
林
長

d
S
E
A
-寿
会
」が
特
別
出
演
し
て
彩
り
を
添

』

1

え
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
、
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
あ
り
が
た
い
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
例
年
の
こ
と
な
が

ら
東
温
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・

婦

人
会

・

女
性
塾

・

ア
イ
セ
ル
プ

等
々
の
パ
ザ
l

共
催
で
華
を
添
え

て
下
さ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
た
深

謝
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

文
化
協
会
は
、
「
明
日
に
向
っ
て

生
き
る
」
会
員
各
位
の
真
撃
な
協
力

体
制
に
よ
っ
て
重
信
町
を
シ
ン
ボ

ラ
イ
ズ
す
る
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て

活
動
し
て
い
る
の
で
す
が
、
と
く

に
文
化
祭
は
お
よ
そ
文
化
と
呼
べ

る
多
種
多
様
の
も
の
が
協
調
し
合

い
、
文
化
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
展
開

す
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
、
っ
か
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
佐
藤
通
弘
さ
ん
の
「津
軽
三
味

線
の
夕
べ
」
で
飾
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
大
入
満
員
。
多
謝
。
来
年
も

お
楽
し
み
に
。

(
町
文
化
協
会
長

エ亙直圃副圃E・E・-・E・-薗園田園圃E・E・-・圃園田園薗園田園田園田園田園圃圃ιιtçへ~.)' • 11 
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どじょうすれ、男踊り

“話番"文化議演会
女性豊

「万葉集」

竹田美喜先生

/1斉美高校教諭 ¥ 

l 愛大非常勤講師 l

日時、1月 10 目的 J 

午後l時30分~3時

町民会館3階

第三研修室

聴講料無料

(整理券を町民会館と図書

館に置いてあります。)

・お気軽にご参加下さい。

主催重信町女性塾

演題

講師

好評だった佐藤通弘津軽三味線楽団

十
月
二
十
八
日
、
重
信
町
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
の
地
域
と

の
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

去
る
八
月
西
岡
に
開
設
さ
れ

た
身
体
障
害
者
授
産
施
設
「
ア

イ
セ
ル
プ
」
通
所
者
十
五
名
と
、

町
女
性
会
議
の
各
団
体
か
ら
の

有
志
十
五
名
が
、
大
型
パ
ス
に

同
乗
し
、
車
椅
子
も
運
べ
る
特

別
の
車
と
と
も
に
、
紅
葉
を
は

じ
め
た
と
べ
動
物
園
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
初
め
て
の
体
験
者

も
多
く
、
少
し
不
安
を
感
じ
な

が
ら
も
、
車
椅
子
を
押
し
た
り
、

自
由
に
歩
け
る
人
と
は
手
を
つ

な
ぎ
、
話
し
合
っ
た
り
し
な
が

ら
楽
し
く
、
動
物
園
内
を
散
策

し
ま
し
た
。
体
に
不
自
由
が
あ

り
な
が
ら
い
つ
も
明
る
い
笑
顔

を
絶
や
さ
な
い
姿
に
接
し
て
心

場所

'.ú-<.úψゆψ・<.q寸-..Qゆψ 放送大学平成10年度第1学期学生募集

洗
わ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

ご
苦
労
も
多
い
と
思
わ
れ
る
施

設
で
指
導
や
お
世
話
を
さ
れ
て

い
る
先
生
方
も
純
真
な
笑
顔
を

み
る
の
が
至
福
の
幸
せ
だ
と
云

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
す
る
こ
と
は
、
共
に
今
を

生
き
て
い
る
命
の
連
帯
感
の
大

切
さ
を
感
じ
さ
せ
て
も
ら
う
こ

と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

交
流
が
多
く
の
参
加
者
を
得
て
、

継
続
さ
れ
て
行
わ
れ
た
ら
、
や
が

て
、
す
べ
て
の
人
が
共
に
楽
し
く

住
め
る
地
域
に
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

(
議
長
藤
岡

情
子
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知
っ
て
い
ま
す
か
?

「
統
一
応
募
用
紙
」

就
職
試
験
を
受
け
る
時
に
履
歴

書
を
提
出
し
ま
す
が
、
そ
の
中
に

本
籍
地
、
家
族
の
職
業
・
学
歴
、

住
居
の
様
子
(
持
家
か
借
家
か
、

部
屋
数
、
た
た
み
の
枚
数
)
、
収

入
、
財
産
、
尊
敬
す
る
人
物
や
信

仰
、
支
持
す
る
政
党
、
と
っ
て
い

る
新
聞
な
ど
の
記
入
を
求
め
る
企

業
の
作
っ
た
履
歴
書
や
身
上
調
書

を
「
社
用
紙
」
と
い
い
ま
す
。

企
業
は
こ
の
社
用
紙
を
も
と
に
、

面
接
の
際
に
よ
り
く
わ
し
く
受
験

者
の
家
庭
環
境
や
本
人
の
生
育
歴
、

思
想
・
信
条
を
聞
い
た
り
、
身
元
調

査
を
し
て
合
否
を
決
め
て
い
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
社
用
紙
は
、
本

人
の
能
力
、
資
格
、
意
欲
を
無
視

し
て
ま
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
問
題
の

な
い
人
」
を
一
雇
う
た
め
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す

。

問
題
の
な
い
人
と
は
、
両
親
が

そ
ろ
っ
て
い
る
、
経
済
的
に
安
定

し
て
い
る
、
社
会
的
地
位
が
高
い
、

あ
る
い
は
家
族
関
係
が
複
雑
で
な

い
家
庭
の
子
ど
も
な
ど
を
指
す
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
り
ま
す
と
、
当
然
な
が

ら
、
父
子
家
庭
、
母
子
家
庭
の
子

ど
も
、
同
和
地
区
出
身
者
、
障
害

者
の
い
る
家
庭
や
生
活
の
安
定
し

て
い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
を
排
除

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
は
、

こ
う
し
た
就
職
差
別
の
問
題
を
正

面
か
ら
取
り
上
げ
、
「
社
用
紙
こ

そ
が
就
職
の
機
会
均
等
を
侵
害
し

て
い
る
最
大
の
原
因
だ
」
と
し
て
、

多
く
の
学
校
の
先
生
方
の
協
力
を

得
て
で
き
上
が
っ
た
の
が
、
本
人

の
能
力
、
適
性
、
資
格
や
働
く
意

欲
に
関
係
の
な
い
差
別
的
項
目
を

記
入
さ
せ
な
い
「
統
一
応
募
用
紙
」

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
統
一
応
募
用
紙
は
、
昭
和

四
十
八
年
、
労
働
省
、
文
部
省
、

全
国
高
等
学
校
校
長
協
会
の
話
し

合
い
に
よ
り
、
「
全
国
高
等
学
校

統
一
応
募
用
紙
」
と
し
て
全
国
で

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

今
か
ら
約
二
十
五
年
も
前
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
い
く

つ
か
の
改
善
が
な
さ
れ
現
在
に
い

た
っ
て
い
ま
す
。

統
一
応
募
用
紙
は
、
単
に
就
職

試
験
を
受
け
る
時
に
企
業
に
提
出

す
る
書
類
を
統
一
し
よ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
差
別
に
つ
な
が
る

項
目
を
-
記
入
さ
せ
る
「
社
用
紙
」
の

使
用
を
や
め
さ
せ
、
戸
籍
謄
本
な

ど
の
提
出
や
身
元
調
査
を
な
く
し

て
、
公
正
な
採
用
選
考
試
験
の
実

施
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
υ。

現
在
の
日
本
で
は
、
就
職
の
際

の
差
別
を
規
制
す
る
法
律
や
制
度

は
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
批
准

す
る
時
に
で
き
た
「
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
統
一
応
募
用
紙
が
で
き
て

か
ら
、
職
業
安
定
所
は
教
育
委
員

会
や
高
等
学
校
と
連
携
し
て
、
そ

の
定
着
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

本
県
に
お
い
て
も
、
愛
媛
県
高

等
学
校
等
進
路
保
障
連
絡
協
議
会

が
結
成
さ
れ
、
高
校
卒
業
生
に
限

定
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
差
別
選

考
を
根
絶
す
る
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
は
、

同
和
問
題
を
市
民
的
権
利
、
自
由

の
侵
害
の
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
、

そ
の
中
心
的
課
題
と
し
て
職
業
選

択
の
自
由
が
う
ば
わ
れ
て
い
る
こ

と
、
就
職
の
機
会
均
等
が
不
完
全

に
し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
特
に
重
大
だ
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。

統
一
応
募
用
紙
の
定
着
に
よ

り
悪
質
な
就
職
差
別
は
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、

同
和
問
題
解
決
へ
の
大
き
な
前
進

で
あ
り
ま
す
。

一
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に

一

一
重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議

戸
川
川
瞳
閣
を
展
開
し
ま
し
ょ
う

全
町
民
の
皆
さ
ん
ヘ

j

お
節
介
の
す
す
め
i

昔
は
、
地
域
で
遊
ん
で
い
る
子
に
よ
っ
て
、
大
き
な
落
し
穴
が
そ

供
た
ち
の
周
り
に
、
お
節
介
な
お
の
先
に
待
ち
構
え
て
い
る
と
は
言

じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
い
え
な
い
で
し
ょ
う
か

。

い
じ
め
・
登

ま
し
た

。

そ
の
方
々
は
、
子
供
た
校
拒
否
の
増
加
、
は
て
は
、
今
回

ち
に
と

っ

て
う
る
さ
い
存
在
で
し
の
神
戸
の
事
件
も
、
こ
の
延
長
線

た
が
、
親
し
み
の
持
て
る
存
在
で
上
に
あ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な

も
あ
り
ま
し
た

。

ま
た
、
細
か
い
い
で
し
ょ
う
か

。

こ
と
を
口
う
る
さ
く
言
う
反
面
、
良
い
こ
と
ず
く
め
で
は
誰
で
も

多
く
の
小
さ
な
抜
け
穴
も
あ
り
、
息
が
つ
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ス

そ
こ
が
息
抜
き
の
場
と
な
り
、
小
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま
す

。

そ
れ
は

さ
な
悪
の
発
散
場
所
で
も
あ
っ
た
子
供
た
ち
に
と
っ
て
決
し
て
最
善

の
で
す
。
の
環
境
と
は
言
え
ま
せ
ん

。

し
か
し
、
今
は
、
そ
の
お
節
介
学
校
や
家
庭
で
の
手
の
込
ん
だ

が
組
織
化
さ
れ
、
制
度
化
さ
れ
て
指
導
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。
し

し
ま
い
ま
し
た
。

P
T
A

に
よ
る
か
し
、
い
っ
ぽ
う
、
子
供
た
ち
を

き
め
細
か
な
子
供
会
活
動
・
校
外
補
地
域
に
解
き
放
つ
こ
と
も
大
切
で

導
活
動
、
学
校
に
よ
る
様
々
な
規
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

で

制
・
校
則
等
で
、
小
さ
な
抜
け
穴
は
そ
こ
で
大
切
に
な
っ
て
く
る
の

間

次
々
と
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
い
ま
し
が
、
お
節
介
な
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ

週

た
。
同
時
に
、
お
節
介
な
お
じ
さ
ん
の
存
在
で
す
。
そ
の
存
在
が
な

刈

ん
・
お
ば
さ
ん
た
ち
は
、
だ
ん
だ
ん
け
れ
ば
野
放
し
に
な
っ
て
し
ま
い

は

と
口
を
閉
ざ
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す

。

日n
u
 

た
の
で
す
。

「
お
節
介
」
を
、
プ
ラ
ス
・
イ
メ
l

M

息
抜
き
の
場
を
失
っ
た
子
供
た

ジ
と
し
て
捉
え
ま
し
ょ
う
。
お
節

か

ち
に
は
、
だ
ん
だ
ん
と
ス
ト
レ
ス
介
こ
そ
が
、
「
愛
の
一
声

」で
あ
り
、

日

が
た
ま
っ
て
い
き
ま
す

。

小
さ
な
「
声
か
け
運
動
」
の
原
点
な
の
で
す
。

月

抜
け
穴
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
こ
と

吃
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都
市
整
備
課
で
す

役
場
各
課
紹
介
の
第
八
回
目
と

な
る
今
回
は
、
現
在
建
設
中
の
重

信
町
総
合
公
園
、
ま
た
土
地
区
画

整
理
事
業
等
の
仕
事
を
し
て
い
る

都
市
整
備
課
で
す
。

担
当
課
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

.13. '; "，t，けれ.3;圃圃

都
市
整
備
課
に
は
ど
の
よ
う

な
係
が
あ
り
ま
す
か

都
市
計
画
係
・
公
園
整
備
係

地
域
開
発
係
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

都
市
計
画
係
は
、
秩
序
あ
る
都

市
開
発
を
図
る
た
め
に
、
都
市
計

画
の
策
定
・
都
市
計
画
事
業
の
調

査
・
宅
地
開
発
許
可
申
請
に
係
る

審
査
・
土
地
売
買
に
係
る
届
出
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
園
整
備
係
は
、
西
岡
に
造
成

中
の
重
信
町
総
合
公
園
の
整
備
、

町
が
管
理
す
る
公
園
の
維
持
管
理

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
開
発
係
は
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
工
業
団
地
の
造

成
や
土
地
区
画
整
理
事
業
、
町
民

体
育
施
設
の
建
設
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

工
事
中
の
総
合
公
園
に
お
い
て

は
、
遊
歩
道
や
休
養
施
設
の
整

備
・
公
園
へ
の
進
入
道
路
の
整
備

工
事
、
ま
た
総
合
公
園
の
隣
接
地

に
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
、
町
民
体

育
館
の
建
設
工
事
な
ど
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の

お
願
い
は
あ
り
ま
す
か

公
園
は
、
皆
さ
ん
が
自
然
と
ふ

れ
あ
っ
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
の
出
来

る
場
所
で
す
。

こ
の
公
園
を
気
持
ち
よ
く
使
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
公
園
内
の

ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
ゃ
、
施
設
を
傷

付
け
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

重信町総合公園で遊ぶ子供達

「
寒
の
う
ち
」
と
は
、
寒
の
入
り

(
一
月
五
日
か
六
日
)
か
ら
寒
の

開
け
(
二
月
四
日
ご
ろ
)
の
前

日
ま
で
の
、
お
よ
そ
三
十
日
で

す
。
寒
中
と
も
言
い
ま
す
。
二

十
四
節
気
の
小
寒
・
大
寒
を
併

せ
た
期
間
で
、
最
も
寒
さ
の
厳

し
い
時
期
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
夏
の
方

=
へ

は
「
暑
の
う
ち
」
と
は
言

行

い
ま
せ
ん
。

土
用
が
こ
れ

ξ

に
相
当
す
る
よ
う
で
す
。

お

暑
い
と
き
は
暑
中
見
舞
の

祈

は
が
き
を
出
す
風
習
が
あ

忌

り
ま
す
。

寒
中
見
舞
を
出

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ク
リ

ス
マ
ス
カ

ー
ド
や
年
賀
状
を
出

し
た
す

ぐ
後
の
時
期
だ
け
に
、

一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
む

し
ろ
、
年
賀
状
を
出
さ
ず
に
失

礼
し
て
し
ま
っ
た
相
手
に
寒
中

見
舞
を
出
す
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
「
寒
の
う
ち
」
と
い
う
と
、

寒
稽
古
、
寒
中
水
泳
な
ど
を
思

い
出
し
ま
す
。
相
撲
で
は
寒
ど

り
と
も
い
う
よ
う
で
す
。
こ
れ

ら
は
寒
い
時
期
の
早
朝
や
深
夜

に
修
行
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。武

道
や
ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
で

な
く
、
芸
事
の
方
で
も
三
味
線

の
集
、
び
き
な
ど
実
、
中
の
稽
古
が

あ
り
ま
す
。
寒
声
と
言
っ
て
、

寒
中
に
声
を
出
す
訓
練
を
す
る

と
芸
達
者
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
寒
ぶ
り
、

寒
た
ら
、
寒
仕
込
み
の
酒
な
ど
、

う
ま
い
も
の
に
事
欠
か
な
い
シ

-

ー
ズ

ン
で
も
あ
り
ま
す

0

.

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て

.

は
食
品
の
衛
生
管
理
や
保

.

存
に
つ
い
て
、
特
に
気
を

.

つ
け
た
い
も
の
で
す
。
十

.

二
月
は
「
食
品
添
加
物
の

.

年
末
一
斉
取
締
月
間
」
で

.

す
。

食
中
毒
が
起
こ
る
の

は
夏
の
暑
い
時
期
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
庭
で
も
、
寒
い

か
ら
大
丈
夫
と
思
わ
ず
に
注
意

し
ま
」
?
し
ょ
、
っ
。

-
・
"
・
・a司
・
・
"
、
.
"
，
.

官

" 喧

-h 

苛

+..... 

., 

' 

一育てよう思いやりの心-ササ~ゆサ噌賞。;.tú.tb噌， 子どもの人権を守ろう



'rfιーすム~~.. 14金f..J!l!!lll__・

特
別
弔
慰
金
の
受
給

戦
没
者
の
遺
族
の
方
ヘ

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
に
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
の
を
ご
存

じ
で
す
か
。

支
給
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
七
年
四
月
一
日
現
在
、
同
一
の

戦
没
者
に
つ
い
て
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
の
支
給
を
受
け

る
方
が
い
な
い
遺
族
で
す
。
次
に

挙
げ
る
遺
族
の
う
ち
、
そ
の
順
序

に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先
の
方
お

一
人
に
、
額
面
四
十
万
円
の
国
債

が
支
給
さ
れ
、
平
成
八
年
か
ら
平

成
十
七
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ
た

り
年
間
四
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
同
順
位
の
方
が
複
数

い
る
と
き
は
、
お
一
人
を
選
定
し

て
請
求
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

順
位

ω
平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔

慰
金
(
遺
族
国
庫
債
券
)
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

ω
戦
没
者
の
子

ω
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹
の
う
ち
、
戦
没
者
の
死
亡
当

時
、
戦
没
者
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
た
方
(
た
だ
し
、
結
婚

や
養
子
縁
組
に
よ
り
、
現
在
、

氏
が
変
わ
っ
て
い
る
人
を
除
く
)

ω
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の

う
ち
、
戦
没
者
と
生
計
関
係
が
な

か
っ
た
方
お
よ
び
ω
で
除
か
れ

て
い
る
氏
が
変
わ
っ
て
い
る
方

同
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
、
甥
、
姪
、

お
じ
、
お
ば
、
お
よ
び
こ
れ
ら

の
配
偶
者
な
ど
、
三
親
等
肉
親

族
の
う
ち
戦
没
者
の
死
亡
ま
で

引
き
続
き
一
年
以
上
生
計
を
と

も
に
し
て
い
た
方

請
求
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
四
月
か
ら
は
請

求
手
続
き
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た

は
、
愛
媛
県
県
民
福
祉
部
社
会
福

祉
課
援
護
恩
給
係
(
富
九
四
一
ー
ー

一
一
一
一
一
(
内
線
二
四
二
二
)
)
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ご
寄
知
で
す
か
?

計
画
外
米
慰
売
渡
し
の
届
出

食
糧
法
で
は
、
農
協
に
計
画
出

荷
米
と
し
て
出
荷
契
約
を
し
た
以

外
の
米
に
つ
い
て
は
、
親
戚
や
友

人
・
知
人
、
そ
の
他
の
業
者
等
に

自
由
に
販
売
(
計
画
外
流
通
米
と

い
い
ま
す
。
)す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
計
画

外
流
通
米
と
し
て
販
売
す
る
場
合

は
、
事
前
に
農
林
水
産
大
臣
に
届

出
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

届
出
が
な
い
場
合
、
十
万
円
以

下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
松
山
食
糧
事
務
所
ま

で

冨
九
二
四
l

七
=
二

ま
ご
こ
ろ
銀
行
だ
よ
り

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
一
般
寄
付
〉

松
山
街
商
協
同
組
合
(
松
山
市
)

〈
香
典
返
し
〉

渡
部
析
皐
叫
(
田
窪
)
亡
母
・
チ
ヨ
ミ

加
藤
厚
生
(
樋
口
)
亡
父
・
繁
一

刑
務
作
業
観
昂
展
示
即
売
会

松
山
刑
務
所

日
時
十
二
月
十
四
日
間

午
前
九
時
i

午
後
一
一一
時

場
所
松
山
刑
務
所

重
信
町
大
字
見
奈
良

一
二
四
三
l

二

冨
九
六
四
l

三
三
五
五

即
売
品
各
種
タ
ン
ス
・
食
器
棚

等
木
工
家
具
類
、
藤
製
品
、
紳

士
靴
、
漆
器
類
他
多
数

※
駐
車
場
完
備
(
三
五O
台
収
容
)

自
衛
隊
生
徒
募
集

受
付
期
間

十
一
月
四
日
j

平
成
十
年
一
月

四
日
ま
で

応
募
資
格
中
学
校
卒
業
(
見
込
み

含
む
)
の
方
で
平
成
十
年
四
月
一

日
に
お
い
て
十
五
歳
以
上
十
七

歳
未
満
の
男
子

試
験
日

一
次

二
次

平
成
十
年
一
月
五
日

平
成
十
年
一
月
二
十

一日

l

二
十
五
日

詳
し
く
は

自
衛
隊
松
山
募
集
案
内
所

置
九
四
七
|
三
O
四
O

役
場
総
務
課

冨
九
六
四
|
二
O
O

一
間

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行

(
十
月
三
十
日
)

・
高
齢
歩
行
者
の
保
護
・
誘
導

を
規
定

・
「
高
齢
運
転
者
標
識
」
の
標
示

規
定
等

12月 1~ll，ぐ中毒防止月間
今年もふぐ料理が賞味されるシ

ーズンと なりました。
しかし、ふぐには「テトロドト

キ シン j という猛毒の神経毒が含

まれています。
その上、ふ ぐの毒力は、その種

類差、生息地域差、個体部位によ

:::=-J る 差(卵巣・肝臓等に多い)が大き
いため、その調理には、専門の知
識と高度な技術が必要です。
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赤
松
重
信
中
学
校
長

文
部
大
臣
感
謝
状
受
章

たしま

七
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
牛

n
J測
区
、
同
地
区
土
地
改
良
区
、
浮

/
F

作
品V嶋
神
社
総
代
及
び

、

南
野
田
土
地

d
L
U
改
良
区
の
方
々
に
よ
り
、
龍
沢
泉

4
4

清

川

の
清
掃

・
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

l
t
d
s
h
v
 

L

こ
れ
ま
で
、
不
法
投
棄
等
に
よ

川
什
る
ご
み
が
山
積
み
さ
れ
て
い
ま
し

a
c

た
が
、
写
真
の
よ
う
に
大
変
き
れ

-
』
、a
p
-
51
:

〆
E

，
a
E

U

ド
ト
ホ
o
r

〓
3
1
L
J
人

な

こ
れ
か
ら
は
、

一
人
ひ
と
り
が

ん
き
れ
い
に
す
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ

'
」う

。

4すれ.と:15 

中
学
校
教
育
五
十
周
年

記
念
式
典
が
、
十
月
三
十

日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
開
催
さ
れ
、
中
学
校

教
育
に
功
績
の
あ
っ
た
赤

松
孝
子
校
長
が
、
文
部
大

臣
か
ら
中
学
校
教
育
功
労

者
と
し
て
感
謝
状
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
の
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

4 
E‘ー=

燃
え
る
ご
み
の
指
定
ご
み
袋
制

度
に
伴
い
、
重
信
町
の
ご
み
は
減

っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
ご
み

の
不
法
投
棄
が
目
立
っ
て
増
え
て

川
川
い
ま
す
。

千
九

下
林
地
区
で
は
、
日
曜
日
ご
と

~
一
に
区
の
役
員
・
P
T
A

と
子
供
、

日

及
び
老
人
会
の
方
々
が
交
代
で
清

主
目
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

イ

特
に
、
拝
志
大
橋
の
た
も
と
、

ポ
県
道
伊
予
川
内
線
の
待
避
所
近
辺

の
に
は
、
弁
当
ガ
ラ
・
空
き
缶
な
ど

み
が
捨
てιれ
て
い

j
す
。
以
前
に

ご
比
べ
ー
か
ぺ
り
一
げ
れ
い
に
な
り
ま

た
が
後
を
純
た
な
い
ご
み
に

地
元
住
民
は
困
惑
し
て
い
ま
す
。

今
一
度
、
人
と
し
て
の
良
識
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
に
愛
称
を
つ
け
て
い
た

だ
い
た
移
動
図
書
館
車
「
か
ぼ
ち

ゃ
ん
号
」
は
、
現
在
町
内
各
地
域

自
、
で
大
活
躍
し
て
い
ま
す

。

わ
ず
か

』
、
二
ヶ
月
で

一、

二
八
六
人
の
方
に

L
L
ご
利
用
い
た
だ
き
、
貸
出
冊
数
は

E
m
三
、
五
二
八
冊
に
も
な
り
ま
す。

J
'

こ
れ
か
ら
も
、
親
し
ま
れ
る
園

内
-
書
館
車
と
し
て
皆
さ
ん
の
地
域
に

1
.
出
向
き
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
利

伺
刷
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

、

hu 

お

ら

せ

知

上
林
ト
ン
ネ
ル
工
事
中

<.Q-~-<.伊'-(Pß叫~叫'./-0r-0r-<Q叫少・

重
信
町
上
林
に
お
い
て
、
県
営

事
業
に
よ
り
平
成
十
年
度
完
成
を

目
指
し
、
皿
ケ
峰
中
腹
に
上
林
ト

ン
ネ
ル
を
工
事
中
で
す
。

工
事
が

完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
久
万
町
と

を
結
ぶ
国
道
三
十
三
号
線
の
バ
イ

パ
ス
道
路
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

。

工
事
は
二
十
四
時
間
体
制
で
施

む

工
し
て
い
る
た
め
、
夜
間
に
は
照

下

明
を
つ
け
て
い
ま
す

。

工
事
期
間

力

中
は
、
騒
音
及
び
工
事
車
両
等
の

羽

通
行
に
よ
り
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

ふ

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

布

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

配

(写
真
は
、
地
元
へ
の
説
明
会
の
よ

判

う
す
で
す
。
)

の報広、。叫'/><Q叫'./-<Q-0r..q-0r~Q-0r，
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11 月 10固までの届出分

津5川E 樋志洋川雷1 志1川宰雷雷牛上西田上富2 奈見良積原 牛 住
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iiiif iiiiiiiiii 保者護
孝文:2瑛奈也改五 乃弓tの優生?s十入F、.，~莱ETi太涼えi友美み・響蕗i隼人1t怜実れみ昨院謀t彩t長也tゃ基司Zs 生出

児

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 年生月
-・ーーー+・ ・・ ・ー・ーー・・

24232221 1818161413 11 10 10 9 6 6 5 日

お
誕
生
お
め
で
と
う

の籍戸

西下雷喜)11 住
岡林百 所

重忠 i治 i一i 人 保護者

7海l;:;ゐ健将」;イ百長:杏梨t町 生出
児
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4満2歳あ きこ
戸井田愛希子ちゃん
H7.12.19生
(野田1 丁目)

「毅⑦丈侭き怠震希
ちゃれ、元気ceく
さh歌もof1 ðìうね。J
(父・徹ー 母・和枝)

砂満2歳 まお
大塚舞音ちゃん
H7.12.13生(上林)

「くまth(J) ãiしL)もウ工\\}卜
子イ竹/乙コで域UêL)、読ま
ま3とでお茶も入れ'êL)、と
おffith (J)まねtr丈軒き!Q
く本当(J)古寺伝Uもしてねj
(父 ・斉 母・砂智)

満3歳までのお子様を募集しますf
、f、ノ、ノ-v-、ノ、J肉、f、ノ'v、J、J、ノ、ノ、J、J、J、J、ノ、J、ノ

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10日までに、写真に
保護者のコメントを添えて役場町民課までお送り下さい。
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場所時間名事行場所旧(曜)時間

E 

名事行日(曜)

祝日のため、ごみ収集休みますの 5日開に出して下さい。 1 1 6樹 |移動図書館車運行(上村、下林、上林方面)
l 同ト一一ーーーーーーーー -- -ーー頃ーーーーーーーーーーー一ーーーーーー ーー 一ー ーー

当番医池川内科・神経内科 重信町志津川 11964ーπ87117国 '
ごみ収集休みます。 6日(刈に出して下さい 11 8(目。|当番医宮内病院 松山市北術本町

2幽トー一一一ー一一一一一一一一- ... -0 一一一 平U\l-II
当番医山本内科 川内町北方富966-206611以周

窟975-0091

ごみ収集休みます。 7 日制に出して下さい。 1 同としより健康相談室(要予約宮964-4170) 114: 00-16:00 
3 国ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一2的刈卜一一一一一一一一一一 ー|ー一一一 寸一一一

当番医いのうえ小児科 重信町北野田富955-005剖 |移動図書館車運行 113 :40- 14:4川北吉井幼稚園

4 (叫当番医辻井循環器内科・小児科 重信町田窪冨964-00131 …陥審会(源氏物語講座) 11 3 : 30- 15:3川町民会館
21附トーーーーーー自由ーー ーーーーー"ーーーーーーー!ーーーーー ーーーー十ー ーーーーーーー ー
…移動図書館車運行 113:40- 14:4ο|重信幼稚園

10か月児乳児相談 1 1 
目 1 9:45 - 10:001町民 会館

13:30- 15 : 30 1町民 会館|…ωドH9年3月生まれ) 1 - - ----1 

13:00- 15:001町 民会館|叫川いか月児乳児相談

6例

7同 |読書会(源氏物語講座)

行政心配ごと相談所

5伺) 1官庁仕事始め

13: 30-14: 30 1町民 会館

9:30- 11 :00 1町民会館

E I (H9年8月生まれ)
目 13:30-14:30 1町民 会館l l 

(H8年5月 ・ 6月生まれ) 1-- -1 1 1食生活相談

食生活相談 1 9: ∞- ll ・側役場保健婦室l1 23~ lj扇議主
9 ~泊 ト一一一一一 ー一一一一一|一一一ーー十一一一一十一一l

育児相談教室 1 9:30- 11:00 1町民会館1 1 24仕)

1位) 1不燃物回収日 | 怖燃物回収日 1 1 

2S(印 |廃棄図書交換市 1 9:00- 16 ・ 3叫 図書館2階ロピー

当番医西野内科クリニック 重信町牛測富964-22001 出番医石JII小児科 重信町償河原冨955ー0333

8同 11才6か月児健康診査

9 :00-11 : 00 1役場保健婦室

捌|リ ハピ リ教室 |広知~山01町 民会館1 26明 ) lhり竺三一一一一一一一I!~~乎ニワ~ ~o_j!J: _~_竺ー苧
3ω戸!: L..J: ~ ，理事;ffi~壁竺背骨子ゴ~7~~1!~~匂二子，~~1一一ー ーー| 同国健康相談くお日附まで 〉
移動図書館革運行(山之内、樋口、横河原方面) 1 27ω |移動図書館車遂行(山之内、樋口、横河原方面)

14倒戸担T丘宇空写ーーーー ーーーーーーL ~~3_0二15 :竺J!J: _~_全到 28耐性三甲~J(B ーーーーーー ーーーーJ一一ーー ___ 1_ _ - ーーーー-
l移動図書館車運行(志津川、八反地、西岡、掘池、牛洲、自衛隊官舎方面川 |移動図書館車運行(志津川、八反地、西問、期池、牛湖、自衛隊宮舎方面)

祝日のため、ごみ収集休みます。 1 9日間に出して下さい。 1 29附 |移動図書館車運行(上樋団地、播磨台団地、野田、新村、北野田、南野田方面)

lS(対|成人式 1 9:30- 1町民会館| 情児相談教室 1 9: 30-11 : 001南吉井保育所
ーー ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーしーー ーーー ーーー」ーーーーーー- - -1 30幽トーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー- -'-ーーーーーーーー」一一ーーーーーーー
当番医藤石病院 重信町志津川曾964-12341 博動図書館車運行(上村、下林、上林方面)

印刷⑤791-02 重信町大字志津川972番地雷(089) 964-2∞1 (代表)

健康生活相談 1 9:∞- ll :001役場保健婦室 1 31国
16樹トーーーーーーー ー ー ーーーーーーーーーーーーーートーーーーーーー :::Fーーーーーー ーーー

育児相談教室 1 9:30- 11:001南吉井保育所

町民課編集愛媛県温泉郡重信町発行
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